
第３学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
 

長浜市立塩津小学校 教諭 弓削 直斗     

 

１ 単元名  見つけよう伝えよう 塩津のたからもの 

 

２ 単元の目標  

・ 自分たちが住んでいる地域のよさや知り、それを伝えるための方法や自分たちにできること 

が分かる。                             （知識及び技能） 

・ 地域のよさについて情報を集め、相手に伝わりやすいようにまとめたり表現したりする。 

 （思考力・判断力・表現力等）  

・ 自分が地域の一員であることを自覚し、地域のよさをいろいろな人に伝えようとする。  

（主体的に学習に取り組む態度）  

 

３ 単元について  

（１）児童観  

本学級の児童は、２年生の時に、生活科の学習で「町たんけん」を行っている。自分たちの住

んでいる字を探検し、何があるのかを自分の目で観察しまとめる活動をしている。また、１学期

には総合的な学習の時間に「水すまし」という身近な川の水質を調べる学習を行った。その学習

を通して、自分たちの住んでいる地域には、豊かな自然があることに気づくことができた。 同時

に、他にも塩津のよさがあるのではないかと考え、調べてみたいという思いをもった。 

 

（２）教材観  

本校の校区には、豊かな自然や、歴史ある建物などがたくさんある。児童たちも、１学期には

身近な川について水質調査を行い、自分たちの住んでいる地域にある川は水質がきれいだという

ことを体感した。 

この単元では、１学期の学習からさらに視野を広げ、地域のよさや、自分も地域の一員である

ことに気付き、探究的な学習を通して課題を解決したり、地域の一員としての自分を考えたりす

る力を伸ばしていきたいと考え、本単元を設定した。  

また、地域の方もこの学習に毎年、協力してくださっており、児童たちをサポートする体制が

整っている。学校と地域との距離も近く、温かく見守ってくださっているので、児童たちも安心

して学習に取り組めると感じ、この学習を設定した。 

 

（３）指導観 

単元の指導にあたって、自分の伝えたい塩津の“たからもの”について調べていく。建物や自

然、食べ物 や歴史など、おすすめしたいものを選択することができるようにする。調べ学習では、

４人 1 組のグループを作り、伝えたい塩津の良さに合わせて本やパンフレット、タブレット端末

等を効果的に用いるとともに、地域の方や施設等現地での取材活動も取り入れ、人や施設とのか

かわりを通して、自分たちの住んでいる地域の良さに気付かせたい。 そして、調べたことを伝え



る活動に向けてタブレットを活用し、グループごとに情報を整理・分析し、まとめていく。まと

め方も児童たちがロイロノートと Canva で選べるようにして、どの情報をどのような方法でまと

め、表していくと効果的に伝えることができるか考えることができるようにする。途中で、一度

お互いのグループに伝える活動を設定し、自分たちが伝えたいことがしっかりと伝わるかを交流

し合う。学級で交流した後は、全校の学習発表会で、他の学年や保護者、地域の方に塩津の“た

からもの”を伝える。自分たちの力で“たからもの” をまとめ、伝えることができたという実感

を味わうことで、よりよい未来社会の実現へ自信を持ち、地域の一員として、地域や人とのつな

がりを大切にして生きていこうとする気持ちを高めることができるだろう。  

 

（４）ＥＳＤとの関連  

・本学習で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方） 

 相互性…地域とのつながりに気付き、塩津のよさを知るとともに、それを自分たちも周りに伝え

ていくことが大切であること  

連携性…一人ではなく、周りと協力して「塩津の良さを伝えるために、自分たちには何ができる

のか」について考え、意見を出し合って行動すること。 

 

・本学習を通して育てたいＥＳＤの資質・能力  

他者と協力する力…地域のよさやすばらしさを広めるために、地域の方へのインタビューや施設 

の訪問等、他者と協力して探究する。  

進んで参加する態度…自分が地域の一員であることを自覚し、地域のよさやすばらしさをいろい

ろな人に進んで伝えようとする。  

 

・本学習で変容を促すＥＳＤの価値観  

世代間の公正…先人や現代の人たちの苦労や努力によって伝統文化が守られてきたことを理解す

るとともに、これから自分たちも伝え大切にしていかなくてはならない。  

人権・文化を尊重する…地域に受け継がれている様々な伝統や文化を尊重することが大切である。  

 

・達成が期待されるＳＤＧｓ  

１１ 住み続けられるまちづくりを  

 

 

４ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 探究活動を通して地域の 

人とつながり、自分も地域の

一員であることを理解してい

る。  

② 地域のよさを知り、伝える

ための方法や地域のために自

①グループ活動で、地域のよ

さを伝える方法を いろいろ

な視点から考えている。  

② 探究活動を通して必要な 

情報を集めるとともに、集め

た情報を効果的、協働的にま

① 「塩津のよさを伝える」という

目標に向けて、見通しを持って探

究的な学習に取り組もうとしてい

る。  

②本単元で学んだことを今の生活

や学習でどう生かしていくか考



分たちにできることが分か

る。 

とめて、伝えている。  

 

え、自己の生き方を見つめている。 

③ 地域に自ら出向き、積極的に地

域のよさを知る活動に取り組もう

としている。 

  

 

 ５ 単元の指導計画（全８時間）  

主な学習活動 学習への支援 ◇評価・ 備考 

1 自分たちが知っている塩津の良 

さを話し合う。 

・学級で話し合う。 

・お家の人へインタビューをす

る。 

 

 

２、道の駅を見学して塩津のよさに

ついて考える。 

 

 

 

 

３、伝えたい塩津の良さを決めて、

グループに分かれる。 

・伝えたい塩津の良さを話し合

って絞る。 

 

 

 

４、情報を集め、整理する。 

  ・タブレットを活用しながら、

自分たちが集めた情報を整

理する。 

 

 

 

５、発表の準備をする。 

・学習発表会で発表するための 

準備をする。 

 

・塩津の有名な建物や、施設などの

写真を用意し、視覚的にも考えや

すくする。 

・児童だけでなく、保護者にも協力

をお願いする。 

 

 

・道の駅の見学を通して、実際に目

で見たり聞いたりできる体験を

させる。 

 

 

 

・教師で、グループを決めるのでは

なく、児童が決めた伝えたい良さ

をもとに、「自分が伝えたい思い」

を大切にしてグループを決める。 

 

 

 

・タブレットのロイロノートを活用

して、情報を整理させる。 

・調べる方法は、本やパンフレット、

インターネットやインタビュー

などを活用する。 

 

 

・発表の資料を作る際には、タブレ

ットを活用するが、ロイロノート

やキャンバなどの選択肢を与え

る。 

ウ① 

「塩津のよさを伝える」

という目標に向けて、見

通しを持って探究的な学

習に取り組もうとしてい

る。  

 

ウ③ 

地域に自ら出向き、積極

的に地域のよさを知る活

動に取り組もうとしてい

る。 

 

ア② 

地域のよさを知り、伝え

るための方法や地域のた

めに自分たちにできるこ

とが分かる。 

 

 

イ② 

探究活動を通して必要な 

情報を集めるとともに、

集めた情報を効果的、協

働的にまとめて、伝えて

いる。 

 

イ① 

グループ活動で、地域の

よさを伝える方法を い

ろいろな視点から考えて



 

 

 

 

６、お互いのグループで発表しあ

う。 

・発表会に向けて、改善すべき

ところを考える。 

 

 

７、自分たちのまとめたことを発信

する。 

  ・学習発表会で他の学年や保護

者、地域の方にまとめたこと

を伝える。 

 

 

８、学習を振り返る 

 

・自分たちの思いを相手に伝わるた

めにどうすればいいかを考えら

れるような声かけをする。 

 

・相手のグループの発表を聞くとき

のポイントをはっきりさせる。 

（内容、声の大きさや速さなど） 

 

 

 

・児童の発表のサポートを行う。 

（スクリーンの準備等） 

 

 

 

 

 

・学習を通して、自分たちが地域の

一員として何ができるのかを考

えさせる。 

 

いる。 

 

 

 

イ① 

グループ活動で、地域の

よさを伝える方法を い

ろいろな視点から考えて

いる。 

 

イ② 

探究活動を通して必要な 

情報を集めるとともに、

集めた情報を効果的、協

働的にまとめて、伝えて

いる。  

 

ア① 

探究活動を通して地域の 

人とつながり、自分も地

域の一員であることを理

解している。 

 

ウ② 

本単元で学んだことを今

の生活や学習でどう生か

していくか考え、自己の

生き方を見つめている。 

 


